
　
９
月
１
日
㈰
、
幌
別
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
『
令

和
元
年
度
登
別
市
消
防
訓
練
大
会
』
（
市
・
市
消
防
本

部
・
市
消
防
署
・
市
消
防
団
主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
地
域
住
民
の
安
全
と
安
心
を
守
る
消
防
団
員
の
技
術

向
上
と
士
気
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
開

催
さ
れ
る
こ
の
大
会
。
市
内
７
分
団
80
人
の
団
員
が
参

加
し
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　
本
大
会
で
行
わ
れ
た
の
は
女
性
分
団
に
よ
る
訓
練
展

示
と
６
分
団
対
抗
で
の
技
術
応
用
訓
練
。
応
用
訓
練
で

は
火
災
出
動
の
準
備
か
ら
放
水
、
消
火
ま
で
の
火
災
現

場
で
の
活
動
を
想
定
し
、
タ
イ
ム
な
ど
を
競
い
合
い
、

今
年
度
は
鷲
別
分
団
が
優
勝
し
た
ほ
か
、
個
人
賞
と
し

て
５
人
の
団
員
が
優
秀
賞
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
９
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰
の
２
日
間
、
市
役
所
前
の
道

道
弁
景
幌
別
線
約
350
㍍
を
会
場
に
『
第
31
回
幌
別
地
区

手
づ
く
り
祭
り
』
（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が
開
催
さ

れ
、
訪
れ
た
多
く
の
人
は
残
り
少
な
い
夏
を
満
喫
し
て

い
ま
し
た
。
　

　
ま
た
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
姉
妹
都
市
・
宮
城

県
白
石
市
と
神
奈
川
県
海
老
名
市
の
観
光
物
産
展
も
行

わ
れ
た
同
会
場
。
多
く
の
市
民
が
、
白
石
市
の
『
う
ー

め
ん
』
や
海
老
名
市
の
『
い
ち
ご
わ
い
ん
』
な
ど
、
普

段
口
に
す
る
機
会
の
少
な
い
姉
妹
都
市
の
『
味
』
を
買

い
求
め
る
な
ど
、
姉
妹
都
市
の
魅
力
を
再
確
認
し
て
い

ま
し
た
。

訓
練
の
成
果
を
競
う

普
段
と
は
一
味
違
う
町
並
み
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▲�牛乳で作る『レモンラッシー風ドリンク』の作り方を教わ
る児童たち

▲�道内各地から里親や児童相談所の職員など約160人が参加し
た式典

▲�女性分団による軽可搬ポンプ操法の訓練展示

▲�天気にも恵まれ、子どもから大人まで多くの人でにぎわった会場
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令
和
元
年
度
登
別
市
消
防
訓
練
大
会

　

２
０
２
０
年
登
別
市
市
制
施
行
50
周
年
記
念
　

第
31
回
幌
別
地
区
手
づ
く
り
祭
り
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　９月３日㈫、幌別東小学校で『食育セミナー出
前講座』（市主催）を開催しました。
　株式会社明治の栄養士が、同校の児童４～６年
生に『パワー！ひとくちの力～すすんで運動、し
っかり食べよう！～』をテーマとして話した同講
座。児童たちはイラストを使った説明や出題され
るクイズなどで、成長にはバランスの良い食事や
運動が大切なこと、牛乳には成長に欠かせないカ
ルシウムが豊富に含まれることを学び、実習では
牛乳が苦手でも飲みやすいように工夫されたドリ
ンク作りが紹介されました。また、同日１～３年
生を対象に『なるほど！がいっぱいみるく教室』
も開催されて、早寝早起きや朝食の大切さなどの
話に真剣に聞き入っていました。

　９月８日㈰、登別万世閣で、児童福祉の向上を
目的とした里親研修大会（北海道、全国里親会、
北海道地区里親会連絡協議会、日胆はまなす里親
会主催）が行われました。
　胆振管内では８年ぶりの開催となった今回。長
年、里親活動に尽力してきた方の功績を称える表
彰などが行われた式典の後、参加者は、千葉明徳
短期大学教授の佐

さ

藤
とう

隆
りゅう

司
じ

さんによる特別講演など
を通して、深い愛情をもって子どもたちを養育し、
子どもたちの社会性や豊かな生活経験などを育む
『里親制度』について再確認していました。

　２０２０年登別市市制施行50周年記念　
　東京２０２０オリンピック・パラリンピック　
　登別市ホストタウンプログラム　　　　　　　
食育セミナー出前授業

令和元年度北海道里親研修大会
全国里親会北海道地区里親研修大会

体の成長に大切なこと

子どもたちの未来を考える
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